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　上尾市内には、足立坂東三十三箇所観音霊場
の他に、新秩父三十四箇所観音霊場と薬師坂東
三十二箇所観音霊場が知られている。
　新秩父三十四箇所観音霊場は、享保8（1713）年に
弁財村の井上五郎右衛門が発願して定めた札所で
ある。この札所は、新西国と足立坂東がすでに開設
されていたのに対し、秩父が未開発だったために開
設されたといわれている。五郎右衛門が記した『新
秩父縁起』によると、埼玉郡を中心にした｢新西国
三十三箇所｣、盛典による｢新坂東三十三箇所｣とあ
わせて｢百霊場｣として、熊野の｢百番札所｣をなぞら

えている。
　薬師坂東三十二箇所観音霊場は、『薬師坂東霊
場記』によると嘉永7（1854）年に上尾村の小川長次
郎が発願した霊場で、寺院の本尊や境内の薬師を
巡る札所である（写真2）。12年に一度、寅年の彼岸
の時期に御開帳が行われる。
　いずれも札所の範囲は、さいたま市、上尾市、桶
川市、伊奈町に渡り、薬師坂東霊場は蓮田市も含ま
れている。このように身近の寺院や堂で札所巡りが
開設されたことは、仏教信仰の広まりと共に寺社の
周遊が日常的に行われていたことを示している。

　
谷
津
観
音
は
、Ｊ
Ｒ
上
尾
駅
西
口

の
南
西
約
200
㍍
に
位
置
す
る
谷
津

地
区
の
お
堂
で
、本
尊
で
あ
る
木も

く

彫ち
ょ
う

十じ
ゅ
う

一い
ち

面め
ん

観か
ん

音の
ん

菩ぼ

薩さ
つ

立
像
が
安
置
さ

れ
て
い
る（
写
真
1
）。
こ
の
像
は
秘

仏
と
さ
れ
、
普
段
は
厨ず

し子
に
納
め
ら

れ
て
い
る
が
、12
年
に
一
度
、午
年
の

４
月
初
旬
に
御
開
帳
が
行
わ
れ
、そ

の
際
に
は
厨
子
が
開
か
れ
て
姿
を
拝

む
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
谷
津
観
音

は
、
安
産
や
子
育
て
に
霊
験
が
あ
る

と
さ
れ
、
毎
月
10
日
の
縁
日
に
お
い

て
も
参
拝
者
が
あ
り
、
特
に
8
月
の

縁
日
は
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
後
期
に
編
さ
ん
さ
れ

た『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』に
よ
る

と
、
こ
の
お
堂
は
、
新し

ん

義ぎ

真
言
宗
の

福
寿
山
皆か

い

応お
う

寺じ

に
所
属
し｢

観
音

堂　

十
一
面
観
音
を
安
ず
、
足
立

郡
三
十
三
番
札
所
の
内
に
て
、
第

二
十
六
番
な
り｣
と
あ
る
。
皆
応
寺

は
明
治
五（
１
８
７
２
）年
に
廃
寺

と
な
っ
た
が
、観
音
堂
は

札
所
と
し
て
存
続
し
た
。

な
お
、足
立
郡
三
十
三
番

札
所
と
は
、
元げ

ん
ろ
く禄
十
五

（
１
７
０
２
）年
に
知ち

足そ
く

院い
ん（

桶
川
市
）の
盛
典
が

坂
東
三
十
三
箇
所
霊
場

を
模
し
て
開
設
し
た「
足

立
坂
東
三
十
三
箇
所
観

音
霊
場｣

の
こ
と
で
あ

る
。
霊
場
の
範
囲
は
、
桶

川
市
、
さ
い
た
ま
市
、
上

尾
市
、伊
奈
町
、北
本
市
、鴻
巣
市
、

菖
蒲
町（
現
久
喜
市
）に
及
ぶ
。

　
札
所
で
は
、
谷
津
観
音
と
同
様
に

午
年
の
４
月
を
中
心
に
御
開
帳
が

行
わ
れ
て
い
る
。
寺
や
堂
に
よ
っ
て

は
、
境
内
に
角か

く

塔と
う

婆ば

を
立
て
、
観
音

様
の
手
か
ら
角
塔
婆
に
五
色
の
布

を
結
ぶ
。

　

谷
津
観
音
の
本
尊
で
あ
る
十
一

面
観
音
菩
薩
は
、数
多
く
あ
る
観
音

の
種
類
の
一
つ
で
あ
り
、
11
の
仏
面

を
あ
ら
ゆ
る
方
向
に
向
け
て
人
々

を
救
済
す
る
観
音
の
力
を
象
徴
す

る
。
像
の
高
さ
は
72
・
４
㌢
㍍
で
あ

り
、
桧
の
板
材
を
一
木
造
で
仕
上
げ

た
珍
し
い
造
り
で
あ
る
。
眼
は
彫ち

ょ
う

眼が
ん

で
、
頭
上
正
面
に
仏
面
を
置
き
、
そ

の
周
り
に
変
化
面
を
10
面
、
葡ぶ

萄ど
う

の
房
の
よ
う
に
配
し
て
い
る
。
こ
の

像
は
板
材
で
あ
る
た
め
、
全
て
の
面

が
正
面
を
向
い
て
い
る
の
が
特
徴

で
あ
る
。
背
面
材
の
表
と
後
頭
部
材

の
内
側
に
墨ぼ

く
し
ょ書

銘
が
あ
り
、
延え

ん

享き
ょ
う

四（
１
４
３
２
）年
３
月
３
日
に
旦
那

（
檀
家
）の
明
賢
と
家
吉
や
大
工
の
慶

蔵
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
修
理
さ
れ

た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
年
号
は
、

市
内
で
銘
の
確
認
さ
れ
た
仏
像
と

し
て
は
最
古
で
あ
る
。

　
ま
た
、
実
際
に
像
が
造
ら
れ
た
年

代
は
、
顔
や
体
の
表
現
な
ど
か
ら
南

北
朝
時
代(

１
３
３
６
～
９
２
年)

と

考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
上
尾
市
生
涯
学
習
課
）

谷や

つ津
観か

ん

の

ん音
と
御ご

開か

い

帳ち
ょ
う

上尾の札所巡礼
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写真2　古跡薬師の標
ひょう

石
せき

密蔵院（平塚）が薬師坂東
観音霊場の一番であること
が刻まれている。

写真1　谷津観音堂の木彫十一面観音菩薩立像


